第４学年○組　　道徳学習指導案

指導者　○○　○○
１　日　　時　　平成○○年○○月○○日（○）　○校時　　　　４年○組教室

２　主    題　　「外国や日本のよさを考えよう」

　　　　　　　　出典：ブラジルのおべんとう　Ｃ－(16) 国際理解、国際親善（明るい心４年）
３　本　　時

（1） ねらい　・いろいろな国の文化や生活の違いに気付き、それぞれの文化を大切にしようと
する心情を育てる。（国際理解）

（２）準　備　教師…場面絵、重要文のカード、ワークシート
（３）展　開　（めあて：外国や日本のよさを考えよう）
	時間
	児童の学習活動と内容
	教師の支援・留意点と評価

	１　
５
１５
２５
３５
４０
	１　ブラジルや外国の料理について話し合う。
２　教師が読み上げる資料の話を第１段落まで聞いて「わたし」が感じていることを感じとる。
　　・ダニエラは豆腐やお茶が苦手なんだ。
　　・日本の代表的な豆腐は最高なのになあ。
　

３　教師が読み上げる資料の第２・３段落を聞いていつもと違うダニエラの様子をみた「わたし」が思ったことを話し合う。
　　・ダニエラも、いつもこんな気持ちで給食を食べていたのかなあ。
　　・わたしは日本の料理がやっぱり好きだなあ。

４　ダニエラやわたしのような気持ちになったこ

とがあるかを話し合う。
　　・いつもおいしい日本の給食でも、ときどき変な味だなあと思うときがあるよ。
　　・ブラジルの学校は日本の学校と違うなあ。
５　教師の説話を聞く。
６　本時の感想や日本人が外国人と仲良くするためにできそうなことを書き、発表する。
　　・分からないことを教えてあげる。
　　・自分から声をかける。
	・世界の国々に興味がもてるよう、資料への方向付けを図る。
・日本とブラジルでは、いろいろな面で違いがあり、日頃、なにげなく過ごしていることでも外国からきたダニエラには苦手なことを押さえる。
・「～だなあ。～なのかな。」という話型を提示し、ダニエラやわたしの立場で考えられるようにする。
・場面絵、ダニエラの態度や言葉から、自国の料理を誇りに思う気持ちに気付けるように声をかける。
・「わたし」もブラジルの味を不思議だと感じた気持ちをダニエラも感じていたのだと考えられるようにする。
〔評〕日本の文化を意識することで、互いの文化の違いやよさを認識できたか。（発言）


	視点
	・場面絵の提示やダニエラの様子の変化に着目することは、文化の違いを理解するきっかけになったか。


にこにこしながら食べているダニエラをじっと眺めながら、「わたし」はどんなことを思っていたでしょう。








